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@也事事霊長 31.95書世帯〈十1.422t笠務〉
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惨臼善寺 21'寺20BC[ヨ〉午自U10章者
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砂コースつつじ荘厳L数

少決議治内の家篠

妙幸喜鎗事毒 線料

診察幹込受f甘 当Eヨ午詩u9鋳1:1らつ

つじまま喜Eで怨い電量売す@著書加希望の
家族i手芸書JlI慾主主総(J)住所、氏名、

年齢、重義務滋縁者ま号遺言としE三総〈綴
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b約断念;jJせ {体湾喜重官級…1151

，.:1:告義 体著書f程調瞳幾重義道義絡煽議会

機鞠鰍鱒轍繍麟
ふるってご著書00ください。

..8絡 31'司19Eヨ〈こ仁〉から21B
(王寺). 1事紛午後2街出発く誤信役

所総〉

'険制陣高時 W形重量重喜:H議書提スキー機
検費量悶 おと怠守7ヨ笈殺JfIl.二三ど

(小学生まで)1155夜治局
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/J)絞り。

惨害遣い会わせ 鈴木惜82ω3451
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できま;<1.

b申し込み往復ハガキiニ箆鏡、

E玉名、 停車昔、隠業、書室主主義務管室等

書記してf線事2t立07シJレn一人絡12:ン
ター警察慈湾へ2湾ミ'28<までうiこ

'炉問い合わt空 路毒事務総指88-22∞
襲撃のき章第京会j
t<，繁華襲撃聾<::1法務の鍔縞チャリテ
イ大会費総量襲G重量移。

..8~事 31'ヨG沼〈巴〉午高官9章吾
ガd午後49事まで

船

轍

蚕

P

し

干

1Fm

か
ぺ
一
銀
一

ル

然

正

南

町

11

一

口

一

司

会

5
4

ホ

ザ

ヂ

一

少

盟

大

井

一

l
M
U
U

ロ

一

品

紛

…

E
d

せ

8
一
札
i

…

鈴
、
J

酌
却
均
一

防
総
い
例
区
一
言
三

諮
問
細
か
かっ1<1:重量i説、泌総後(J)箆づくりな

すすめる市民の会H です。ど主主主さ

でもご著書捌ください。

惨王子-'V 縫醤児の就移籍護憲護!こっ

しミマご

惨811菅 2湾278CEヨ〉午後1H奇
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惨罪事い合わせ 港紙作業所

世87-{)513

l;ltC;. 川

通脚本麓蛾霧装鰍耕
一軍軍口取り銭μ4害事遣の改lE一 事寺霊童英語需要瀦]"1こよる鐙任・銭高K ..罪事い合わせ 務会設3汐拭ヱム山

21'l148 (待)t主主主主主孫子総緩 装置{主総議Eまの星空事時手続を雪量iフf苦 lJI議官85.1おo(警霊験ヨ
躍警(;lC::E台白色-15)の皇室。絞り銭 けま等e

い草寺控善寺普を次の遜るう記史iEし重宝した。 惨対象 予審査主総軽量11怒寝泌総41'l

毒事露軍o書室む録い鱒隙*lj2臼{誌と子第 308をEでの入。 放課後、緩努毅塁王iこ怠る小学校

Q苦巷がら午後7H幸吉正で 本主濯8 ..豊監対期関 31'寺Tおから31Eヨま 泣き芋年のこどもの事長湾を行い室長

1，主午前9幸警から午後3絡まで * マく3芝1Itle主4月竹臼ttd16匁主査で〉 共機岩雲、あるい手父子.f母子皇室
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重苦言霊緩むつ売窓口主主{立を取り扱いきま攻。..日持・諸島所 21'l248(木〉午前

側室i豊重要事襲悪事担 ・ヨ侵略III主主総霊感 9S寺3自分から1正午をまぞ市役草寺で。

便物>)議議襲撃E霊童季語・外積あて露見事1!湾臼午後守際紛分から3善寺主治主主

要品燃物3ラピ主び主主j喜三主主要単善意紛 で中央公淡章容で。

間i耳罰鍛精髄*平臼iまと子雲母8喜奇から 炉問い翁ねt重 要撃さ主諜

午後8善寺まで *二t調躍をきは£子宮U8

S警から午後56事務<:: *硲縫81韮

午語Y9喜幸三t~う午後o曲者30分まで

惨問い合わt君 主主孫子豊富便局部俊

課自82-4251

iJ県議入札:大学学業募集1
砂霊器事事調曜絡 繋内1こお主主旨まいの60

主義¥).(よこの入。
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